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灘海灘東部池欝麟の花粉分析
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　北海道十勝地方に分布している池段i層は爽炭層と／一て

知られ，過去において醸蔵範囲にわた！）かな！）大々的に

亜炭の採獺が行なわれていた．窯た含天然ガス層呂、’て

も知られ多くの人々に、よつて調査も行なわれで地質の大

要は明らか紅された．しかし，爽炭層であるこの池田層

について古植物学的概究はあま塾朋らかに讃∫れていなか

つた、

　今回釧路炭田の総合的地質調査研究の一環として池照

層1弊の三窪雛要達距炭／鱒から才燃粒｝分事賛試堵ξ浄を採琢黛摩町る二、翫がで

きたので，　鵜才しを餐学石鄭吻鰭舞約．㌶ゴ撫から薄挙わ？レてみ象鳳．

　このイ肝究にあたンツぐ／愈蒙闘鑛課鍵茎永1戴ラ義力誌ら多く鐙助欝崎

鳶あおぎ，著寺にノ彰瀞｝り泡‘許化石財）嗣1定にあたつて讐！1指導1

を疑易鷲）オ皿雛

鼠　試料採取地付近の地質概畿

　試料採取地域における池田層は下限を直接観察するこ

とはできないが，これまでの調査およびボー！ナングの結

果蹴どから大樹層を直接不整合に覆つてい恐と推定され

ている．さら鷺池i甥藩は上部において段丘堆積物によつ

て覆われている，

　池籟印欝は全般に凝灰質岩からなり，砂岩・泥器を主と

して礫岩を季爽有』　　寮た！黛等奪数薫（瑳交の∫戴オ巽！轡を～驚んでい
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　岡崎由夫（欝鑓轡によれ1．葺，罰地域に発達する灘嘱

屡を岩質によ！）以下にあげる7部、層に分けた“それらを

涯督鉱、，舞輿絡誕鷺饗縁竃，ば次の、ようである．

　稲士別1艇灰岩陪罫層1下謝／は調獲葵爆叢」或内甲欝は、見ら薄㌻ない

が，、灰青色の凝灰質砂岩を主とレて桑1農岩を挾み，基底部

に灘軽岩を茎ぎする，．．鉱部は言炎灰白・懸、の粗粒凝灰岩で角～lIE

角礫・浮石などを含む．

　東涯爽炭部層：凝灰質泥岩を主とレ，凝灰質砂岩を伴

ない，　また厚薄数枚の亜炭層を挾有する．　現在下部醗

炭層を稼行中である．亜炭層に付随して餓響認麟融ε

翻《撫♂露撫L姻N鷺（ミツガシワ）を産する．

　猿別凝灰岩部層；縫牌愛炎灰’色の中一違鍛粒砂質凝灰倭｝か

らな勢，ときに浮石・細礫を含む．

　　　　　　　　雲凝灰質申閥粗粒砂岩を主として，細礫

潜お、柔び泥メ轟を伴なう互1麟からな！）罫厚薄慧鰐馨以、転の薦

炭層を執有する．そのうち稼行されている炭層は申部と

．賊謝婁にあ櫛鷺層のみで1疑）為、，

　liヒ邦爽炭鞘1層ジデ部鱒二細粒砂岩肇中音険漁泥岩き、ヒ部は

中押粗粒靴身尉からな鰐ブぐおり，厚薄慧）麟以、Lの亜炭膚を

披有す難勢薬球行炭層は．し部の！麟のみで爵）る．

　千代繊爽1災音匡麟：一F部は臼《熟糊．激蔵顎寿質1疑灰繋1からな

る．中部は凝灰質沖脚細粒砂岩を主として泥岩・細礫岩

および醗炭層を挾有する．難炭にず寸随レて悉運癬鞭欝露細5

厩拶擁齢を産する＿！鄭は申一大礫のギ葺礫からな灘淘

汰やや不良の礫岩からな！），最．L部に／枚の稼行亜炭層

が疑武有熟してい恐。
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　マ益粉分撰試料は：鑓灘戴ゼi彗／三・北邦二絡よび・爺代繊の慰・爽

綴部層における霧憲行炭層から三1、，ご1一ズ採取美た、，また暮

．難　ハ工地質図帳1常曇こ含まれる池繊彗1ぎ昭栄鵜ある襲壌

鯵㌔磁ミにおけ灘議湘受別構1（池田薫1に1対比さ勲』ている）、．鎗第

め蠣章、肇（講芝拶輩鱒）力異，も二／む影｝ノ競彗裁苛斗を播匿税した、、
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常搬難幅鯵1ご．責る

　ツンベ砂署部擾彰凝／翼灘砂岩を主とt．て泥霧の薄層を

軟むΦ砂腸／，熱愈全体に粗しようで塊状をなす．

中に海棲繋化署を『含む添

　池田層の鮒嚢時イ・旗については灘，麹付近から磁饗翼一

駕離ぶ麺海翫磁を劉饗1する樵とか嘉更新世初期に相 嵜

するのではないかといわれたこともあつた、しかし／憩　1

畷也螂藤4）対比蒜隷び御麟の分布繊1畷二縞が抵

いので，第三系鮮新統、という考えが有力となつている．

　／研寵に用いられノi試料は池緯層（一1等1灘1潜蔦洲層）1
1二1

の運炭で，それ鉾、は千代由魯北邦・千肇1三畷、鍾各爽炭部

層および計根別層のものである．

　これらの亜炭を乳鉢中で粉砕し，3卵ヅシご脳）鯖を通

して瑞膜：をそろえた，、次に・各炭1ごとに平均試料を約2

藝遠心分離管にと1ラ，董く（）猛鎗％液鐙£導に！時間ひた

tーた．その後水洗して凹L．澄液が透明にな嶺まで’繰！）返t〆

た雛封入にあたつて試濯譲1癒約ξ）創£の餐度で・乾燥し，試

料がアメ状に癒ったところザ受儒）らか導鍵）、パ描フィン・壌樗議

羅で溶かレておいたヂッキグラ徴上の封入剤ゲリセ！ジン

ゼ拶一に試料、ζまぜて封．人した。，

墨。難號分糠結果

　池田麟の三1鄭燕炭／婁斧から検鐸駄れた花率秀お、紅び胞ヂ・化

石は，第3嚢に掲げたよ　穿に麟．善梅樹花粉誘種類，灘葉樹

花／ま種類，羊鹸類胞一1瀞種類，蘇類胞子！種類および

崔1類胞子3種灘麺）多諦29種類で，そのほか岡定不能種もか

煎碧あ〆た。

　種類数においては針葉樹・潤葉樹の花粉化脊が胞子化

ン欝に較べかなり…ヒまわつているが，個舞数においては胞

峯類が全体のぐ灘％をl！lめている．

池騨，輸らは粥簿、尋に醗類て緬鯉嘉擢撚綴擬翻

難（）一 ・（綿◎）
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麺の実の化石ズ》＆・馨魔する、＿とは離にも奏擦べた澱㍉　今鴎

の1分・祈糸吉≠果からを寒そ燵『しらの写麟努イビ膏力＆蓋鰻も・検菖1さ竃しな

カ〆．）た、　こオもと／以た‘　隈毒聾艶玉懲1或1窯のにおいて星、玉，療報

ぜられている＿とから，盛ぜ躍ン醜麟榔舞認な認編編の花紛

1強農シ膏菰し．！ぐ発驚1，）にくい緒、のと蓬叢霧讐さ才しる。
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　珪蓬嶺三までノ　ごこ撚）多　爵裁蕪の鰭響砦ではマ蕪膳》・鑛黛 ずゴヒ菜fを

嚢熱’蜜でll・購醸博叩ぞ〉二とは隼華残ξな運ンのを繕箋春雛灘難三て筆凄，｝恐。　し。

たが頒ジぐ科・まノ≧二はメ多翼瞬／、藍置の糸蜘浅に、kつて鮮緋　 lli寺の鐵窪嚢

環境を推i定す鶴ことになるびも、臣むをえない。

　第1き表に掲げたゴ1蕊粉化石2（瑳購類か㌧流£る植物紅盈成は，

現在の本州申1釜瞳隷蘇鏑瞬磁帯から北海蕊轍1蹴分布

陪している，いわゆる激謙賊を歩」艇すもので濤る、、なお，

榔掘か嚇凱ノi二胞爾に比較され嶺現生種は，現在か

なり広範麟　（燕寒帯一職熱帯）に分布しているので　雛爽

を蘇趣・叉ぜ〉にはあ1霧ミ弩磁1’爽な粛ナ蒙とは乳賦らない、，

　また／i筋許繋1が繊体講敦において．金体のξ灘糞漆懸占め一ぐい《ン

ことは睡述のとお！γぞあるが筆この 夢実は弩包＝許がマ鉱鞍｝。虹

りも飛翔能力が小さいことと，生産量の少ない、苧ミ叉などを

謬え禽馨せれば，池雛層分布地域における同層堆積1、鴇磯

は羊繍類・蘇類などがかな薄優勢であひたことを示毛』ぐ

い鵜、1特に舞漉碗騨欝声影ぐミズゴケ）のみで27％を藤蒙1す

るご二も態慮す描誓，剛，獣雌轍塒騨三漉に灘蹄で

，郵つた』1、どを物語つγぐいる喚

馨．結　　語

　池灘／麟を古植物学的瞳，毒慮かρ予察的に榊解析して。みた

が，／聾鰻の分析結繋1よその全撫をあらわしているもので

はない“麟定不能案激がかなりあつたが，これらは今後研

ダ醗が艮焦柔に㎡オLて角華汐禽さ露Lるものと、轡、う。、

　化費祉して残郵）にくい花粉が　轟儀灘ン欝括ノ榔舞圃〆冠臨編

以外にもあ！乃る」　窟たそれとは逆に藷本類や羊歯類

などは1花落｝・／搬ザ・としては残つても葉1化；疑ずと気〆ては残渉

にくいこともいわれてい翫花粉・胞子化蕎と葉化石と

では鰭三率責ン次　 7）ち漆藁マ・があ恐騨）でその、、犠を溌簿慧毛．．なけ産㌻

ばならないが・、註謂織物の研寵を義聾め『ぐ行くには嚢化石と

花1紛・／砲、子化胤を結び・けて考えることがよ賛よい結果

を　倉す唖も（今と倍弓濡る9

　この地域の大型糠物化石・特1こ葉化石について従来の

研究菰礁婦室、ば，5厩魏s琵，識蟹鹸欝Sl　照灘凌欝議靴漸醗

S警．　な、ビカ縁鍛ρ穿して▽・る“

　篭、漆岐，．ドその／也グ購羊藩簸賦達餐叢ゴ屡濠華薫さオuぐレ・な㌔・賦＞い○雰　訟

の花粉・胞子化石群と比敷、てその，1状および古氣候の

開題を論ずるには資料不足である，

　　　　　　　　　　　　　（昭勲31シ年8月脚9月議，査）

　1鑓）　文献（難．〉，（1鴛）参照鞘

5工一一・（瑛羅）
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